
数学B 
第２章　統計的な推測 
二項分布に従う 

確率変数の期待値など



＜二項分布に従う確率変数の期待値＞

１回の試行において、事象Aが起きる確率をpとし、この試行をn回行う。 

このとき、事象Aが起きる回数をXとする。

ここで、k回目の試行でAが起きれば１、Aが起きなければ0の値をとる 

確率変数Xkを考える。

１回目だけの話 ２回目だけの話



＜事象Aが起きる回数をXとXkの関係＞






